
'14 8/15　第 65 号
編集と発行／社会福祉法人　安城市社会福祉協議会

〒 446-0046 安城市赤松町大北 78 番地 4（社会福祉会館内）
TEL 0566（77）2941 ◦ FAX 0566（73）0437

E-mail syakyo@city.anjo.aichi.jp　http://www.anjo-syakyo.or.jp/

今月の題字は、

和泉町の沓
くつ

名
な

位
ただ

泰
ひろ

さんの作品です。

主 な 内 容

ハートン

7月13日に桜井福祉センターで開催した将棋大会の結果は、
安城市社協のウェブサイトを見てね！

　６月28日（土）、文化センターマツバホールにおいて、

町内福祉委員会全体研修会を開催しました。この研修会は

町内福祉委員会活動の資質向上のため、毎年開催していま

す。今年度は、昨年度策定した第３次地域福祉計画の推進

に向けて、西別所町と榎前町の各町内福祉委員会の活動発

表と関係者によるパネルディスカッションを行いました。

　

10
月
５
日
（
日
）
に
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
社
会
福
祉
会
館
を
会
場
と
し
て
、

福
祉
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
『
活
か
そ
う
体
験　

学
ぼ
う
知

識
』
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
、
毎
年
好
評
の

バ
ザ
ー
や
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。

　

京
都
府
舞
鶴
市
の
福
祉
施
設
で
働
い
て

い
た
ス
ナ
フ
さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー
弾
き
語

り
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
現
在
福
祉
に
携

わ
っ
て
い
る
人
、
以
前
福
祉
に
携
わ
っ
た

人
、
こ
れ
か
ら
福
祉
に
関
わ
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
に
向
け
て
、
ピ
ュ
ア
な
気

持
ち
に
な
れ
る
素
敵
な
曲
を
応
援
歌
と
し

て
お
届
け
し
ま
す
。

　

家
庭
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
人
や
、
穏

や
か
で
優
し
い
気
持
ち
に
な
り
た
い
気
分

の
人
な
ど
、ど
な
た
で
も
観
覧
で
き
ま
す
。

申
込
み
不
要
で
す
。

日
　
時
▼
９
月
５
日(

金)

　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時

場
　
所
▼
桜
井
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

１
階　

さ
く
ら
ホ
ー
ル

出
演
者
▼
歌
う
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　

ス
ナ
フ
さ
ん

そ
の
他
▼�

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
懇
親
会

も
あ
り
ま
す
。（
自
由
参
加
）

問
い
合
わ
せ
▼
桜
井
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
（
99
）
７
３
６
５

日
　
時
▼
10
月
２
日（
木
）、11
月
６
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
　
所
▼
北
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階　

集
会
室

講
　
師
▼
デ
ン
パ
ー
ク
職
員　

定
　
員
▼
15
人

対
　
象
▼�

市
内
在
住
60
歳
以
上
の
人
。
継

続
し
て
花
壇
の
手
入
れ
に
協
力

い
た
だ
け
る
人
。

参
加
費
▼
１
５
０
０
円（
材
料
費
と
し
て
）

受
　
付
▼
９
月
10
日（
水
）午
前
９
時
か
ら

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

�

北
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
（
97
）
５
０
０
０

日
　
時
▼
10
月
２
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
10
分
～
２
時
50
分

場
　
所
▼
篠
目
中
学
校　

第
一
体
育
館

内
　
容
▼�

①
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
来
て
く
れ

た
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
遊
ぶ
。

　
　
　
　

�

②
赤
ち
ゃ
ん
親
子
と
中
学
生
の

交
流
の
お
手
伝
い
。

　
　
　
　

※
①
か
②
の
い
ず
れ
か
で
す
。

申
込
み
期
間
▼
８
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

～
９
月
12
日
（
金
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

作
野
地
区
社
協（
作
野
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
（
72
）
７
５
７
０

多様な人と手を組んで
　　　　パワーアップで支える地域

ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

北
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

園
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト

「
花
は
咲
く　

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」

〜
元
介
護
職
員
が
贈
る
応
援
ソ
ン
グ
〜

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
う
会

　

ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
出
店
を
希

望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

参
加
条
件
▼
①
市
内
の
福
祉
団
体

　
　
　
　
　

②
収
益
を
福
祉
に
活
用

　
　
　
　
　

※�

２
つ
の
条
件
を
満
た
す
団

体
に
限
り
ま
す
。

時
　
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
　
場
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
北
側

　
　
　
　

車
庫
用
地
16
区
画

参
加
費
▼
無
料

申
込
み
期
限
▼
８
月
22
日
（
金
）
午
後
５
時

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

　

事
業
係
☎(

77)�

２
９
４
１

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
の

運
営
を
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

福
祉
ま
つ
り
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い

や
福
祉
体
験
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

対
　
象
▼�

小
学
５
年
生
以
上（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
経
験
の
な
い
人
も
大
歓
迎
）

時
　
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

申
込
み
期
限
▼
９
月
６
日
（
土
）

※�

当
日
の
役
割
説
明
な
ど
を
し
ま
す
の

で
、
説
明
会
①
か
②
の
い
ず
れ
か
に
必

ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
説
明
会
①

日
　
時
▼
９
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
　
所
▼
社
会
福
祉
会
館
２
階　

講
座
室

◎
説
明
会
②

日
　
時
▼
９
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
　
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

１
階　

会
議
室
３

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

　

事
業
係
☎(

77)�

２
９
４
１

第
31
回
安
城
市
福
祉
ま
つ
り

〜
み
ん
な
で
創
ろ
う　

ふ
く
し
の
ま
ち
〜
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　第３次地域福祉計画がスタートしました！…… 2・3
◆これならわかる！ふくし……………………………… 4
　笑顔いっぱい福祉センター…………………………… 5
◆平成25年度　事業報告・決算報告………………… 6
◆お知らせ… ………………………………………… 7・8
　歳末激励品贈呈
　介護者のためのリフレッシュツアー
　介護者のつどい　
　第31回安城市福祉まつり
　ふれあいマーケット　ボランティア募集
　北部福祉センター　園芸ボランティア養成講座
　ボランティア募集　赤ちゃんとふれあう会
　さくらコンサート

あんじょう社協だより
'14 8/15

あんじょう社協だより
'14 8/15ー 1 ー ー 8 ー

安城市社協基本理念
「住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくり」



地域では町内福祉委員会の町内福祉活動計画と
地区社協の福祉活動推進計画を推進

地
域
福
祉
計
画
と
は

策
定
ま
で
の
経
過

基
本
理
念

３
つ
の
基
本
目
標

　

安
城
市
で
は
昨
年
度
、
地
域
の
み
な
さ
ま
、
福
祉
関
係
団
体
・
事
業
者

の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
、
市
と
社
協
が
一
体
と
な
り
、「
第
３
次
地
域
福
祉

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
新
た
な
計
画
の
も
と
で
、
地

域
福
祉
の
理
念
や
考
え
方
を
共
有
し
な
が
ら
、
市
と
社
協
の
施
策
の
推
進
、

地
域
の
み
な
さ
ま
の
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の「
第
３
次
地
域
福
祉
計
画
」に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

推
進
テ
ー
マ

「
相
談
し
て
み
よ
う　

お
願
い
し
て
み
よ
う

　

お
互
い
さ
ま
の
地
域
づ
く
り
」　

第
３
次
地
域
福
祉
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

特 集

平
成
26
年
度
〜
平
成
30
年
度

　

社
会
福
祉
法
１
０
７
条
に
基
づ
く
行
政

計
画
で
す
。
地
域
住
民
の
意
見
を
十
分
に

反
映
さ
せ
、策
定
し
ま
す
。
安
城
市
で
は
、

社
協
が
策
定
す
る
地
域
福
祉
活
動
計
画
の

内
容
も
含
み
、
市
と
社
協
が
一
体
と
な
り

策
定
を
進
め
ま
し
た
。

　

福
祉
で
は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子

ど
も
な
ど
分
野
ご
と
の
計
画
が
あ
り
ま
す

が
、
各
分
野
の
施
策
を
地
域
福
祉
の
視
点

か
ら
横
断
的
に
つ
な
い
で
い
く
福
祉
の
総

合
的
な
計
画
で
す
。

　

こ
の
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
地

域
の
み
な
さ
ま
や
地
区
社
協
、
福
祉
関
係

団
体
・
事
業
者
な
ど
、
み
な
さ
ま
の
参
加

が
必
要
で
す
。

　

今
回
の
計
画
策
定
で
は
、
基
本
理
念
を

実
現
す
る
た
め
に
、
今
年
度
か
ら
の
５
年

間
で
取
り
組
む
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
テ
ー
マ
に
込
め
ら
れ
た
思
い
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

を
築
く
に
は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
加
え

て
、
お
互
い
さ
ま
の
気
持
ち
で
、
住
民
が

お
互
い
に
地
域
で
支
え
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の

み
な
さ
ま
の
声
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。

　

ま
ず
計
画
策
定
の
啓
発
の
た
め
、
市
民
た

す
け
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
内
福
祉
委
員
会
の
み
な
さ

ま
を
対
象
と
し
た
地
域
会
議
を
地
区
社
協

及
び
町
内
福
祉
委
員
会
ご
と
に
開
催
し
、

地
域
の
課
題
や
解
決
策
を
話
し
合
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

当
事
者
団
体
、
福
祉
事
業
者
を
対
象
と
し

た
福
祉
関
係
団
体
・
事
業
者
会
議
を
開
催

し
、
お
互
い
の
情
報
交
換
と
交
流
を
し
ま

し
た
。

　

こ
の
計
画
の
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た

め
に
、
市
と
社
協
で
は
、
次
の
３
つ
の
基

本
目
標
を
掲
げ
、
施
策
や
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ま
に
よ
る
、
地
域
に
お

け
る
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
を
担
う
人
材
の
育
成
や

拠
点
の
充
実
、
活
動
資
金
の
支
援
な
ど
、

地
域
福
祉
の
施
策
も
充
実
し
ま
す
。

　

暮
ら
し
を
支
え
る
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス

が
適
切
に
受
け
ら
れ
る
た
め
に
き
め
細
や

か
な
相
談
体
制
の
充
実
や
地
域
に
根
ざ
し

た
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　　

こ
の
基
本
理
念
に
は
、「
住
民
一
人
ひ

と
り
は
、
誰
も
が
生
き
る
力
を
備
え
た
存

在
で
あ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
社

会
づ
く
り
を
推
進
す
る
」
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
困
り
ご
と
が
発
見
し
や
す
い

「
隣
近
所
、
町
内
会
の
班
・
組
の
区
域
な

ど
で
小
地
域
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
く

た
め
に
、
困
っ
た
人
が
い
た
ら
積
極
的
に

手
助
け
を
す
る
担
い
手
」
を
発
掘
し
地
域

福
祉
の
輪
に
加
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
地
域
の
み
な
さ
ま
に
よ
る

活
動
に
加
え
、
専
門
機
関
、
福
祉
事
業
者

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
民
間
組
織
が
連
携
、
協

働
す
る
こ
と
で
、
よ
り
充
実
し
た
活
動
に

し
、
課
題
解
決
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
を
通
じ
て
把
握
し
た
一
人

ひ
と
り
の
困
り
ご
と
を
、
地
域
の
課
題
と

し
て
捉
え
、
解
決
に
向
け
て
行
動
す
る
課

題
解
決
型
の
福
祉
活
動
の
実
践
が
こ
れ
か

ら
は
大
切
で
す
。

　今回の計画策定では、各町内福祉委員会もこ
れまでの計画と活動を見直し、新たな計画を策
定しました。これからの５年間はこの計画を基
に地域のみなさまによる活動が進められます。
　また、地区社協では、町内福祉委員会の活
動を支援し、地区全体の福祉活動推進に向け

た関係機関とのネットワークづくりや広報活動、
人材育成などの環境づくりをするため、福祉活
動推進計画を策定し、新たな計画のもとに今
年度からの取り組みが進められています。
　みなさまのお住まいの町内、地区の活動へ
の参加、協力をお願いいたします。

　

同
じ
問
題
を
抱
え
た
人
同
士
で
支
え
合

う
こ
と
も
「
自
助
」
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、助
け
合
い
を
進
め
る
た
め
に
は
、

問
題
を
抱
え
た
人
が
限
界
ま
で
我
慢
し
た

り
、
助
け
を
黙
っ
て
待
つ
の
で
は
な
く
、

自
分
か
ら
ま
わ
り
に
上
手
に
働
き
か
け
ら

れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
助
け
ら
れ
上
手
」

に
な
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、「
助
け
て
！
」が
言
い
や
す
い
、

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

①
住
民
が
主
体
的
に
地
域
で

　

支
え
合
う
「
共
助
」
の
再
構
築

②
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
と

　

担
い
手
の
発
掘
、
育
成　
　

③ 

民
間
組
織
と
の
連
携
、

　

協
働
に
よ
る
課
題
解
決
型
の

　

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

④ 

当
事
者
か
ら
支
援
者
へ
の
働
き
か
け

が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
推
進

大
き
く
広
が
れ
福
祉
の
輪

み
ん
な
で
支
え
る
地
域
の
輪

① 

地
域
ま
る
ご
と
支
え
合
い
の
仕

組
み
を
創
ろ
う

② 

地
域
福
祉
の
取
組
み
を
支
援
す

る
施
策
を
充
実
さ
せ
よ
う

③ 

暮
ら
し
を
支
え
る
多
様
な
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
よ
う
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支え合いマップを囲んで見守り活動の話し合い

要援護者を地域で支える



※◎…主たる対象

スッキリ体夢とは…
　毎月第１・第３週
の指定曜日に各福祉
センターで開催して
いる、介護予防を目
的とした事業です。

今回は、西部福祉センターを利用されている江坂美保子さん（高棚町）にお話を伺いました。

これならわかる！ふくし
障がいに関する福祉の相談はこちらへ相談支援事業所　問い合わせ先
　安城市には障がいのある人の身近な相談窓口として、10か所の相談支援事業所があります。

　本人や家族のみなさまの不安や悩みを聞き、必要な情報を提供し、

さまざまな関係機関と連携しながら住み慣れた地域で安心して暮らせる

ようにお手伝いをしていきます。

　お気軽にご相談ください。（連絡先は次ページにあります。）

①

②③

④

⑤⑥

⑦
⑧

⑨
⑩

事業所名
法人名 所在地 電話番号 FAX

対象とする障がい
身体 知的 精神 児童

① まるくてワークス
( 社福 ) ぬくもり福祉会 池浦町丸田 160-2 77ー1000 77 − 1091 〇 ◎ 〇 ―

② ぬくもりの家
( 社福 ) ぬくもり福祉会 大東町 5-28 77ー 0555 77 ー 5550 〇 ◎ 〇 ―

③ Root of holy（ルートオブホーリー）
( 株 ) ティンク 横山町大山田中 48-7 070-6972-9670 72 ー 5839 ◎ 〇 〇 ◎

④ ひだまり
( 社福 ) ぶなの木福祉会 朝日町 22-3 91 ー 0239 91 ー 0239 〇 〇 ◎ ―

⑤ 相談支援事業所マリーナ
( 特非 ) こすもす畑 安城町宮地 57-3 91 − 3777 91 − 1623 〇 ◎ 〇 〇

⑥ コープあいち福祉サービス安城
( 生協 ) コープあいち 横山町八左 169 71 ー 0590 76 ー 7035 ◎ 〇 〇 〇

⑦ ふれあいサービスセンター
( 社福 ) 安城市社会福祉協議会 赤松町大北 78-4 77 ー 3121 73 ー 0437 〇 〇 〇 ◎

⑧ ぬくもりワークス
( 社福 ) ぬくもり福祉会 赤松町恋塚 87-1 77 ー 1555 77 ー 6969 〇 ◎ 〇 ―

⑨ ぽてっち
( 社福 ) ポテト福祉会 和泉町大北 27 92 ー 0070 92 ー 0828 ◎ 〇 〇 ―

⑩ グッド相談支援事業所
( 社福 ) 聖清会 桜井町咽首 195 91 ー 6562 91 ー 6592 ◎ ◎ ◎ ―

♥３福祉センター連載笑顔いっぱい

福祉センター
スッキリ体

た い

夢
む

が楽しみに！
in西部福祉センター

Ｑ．福祉センターに来られたきっかけは何でしたか？
　初めは、夫が西部デイサービスセンターに通っていたため、

迎えに行くことがありました。夫が亡くなった後、思い出が

いっぱいの福祉センターに来ることがつらく、しばらくは足

が遠のいていました。ただ、介護していた時から参加してい

た、「介護者のつどい」には参加したくて、定期的に通いま

した。今では８年間の介護経験を話すことで少しでも今、介

護をされている人の役に立てたらと思っています。

　その後、福祉センターの講座に参加したり、マッサージ

機を利用しようという気持ちになりました。

Ｑ．福祉センターでの楽しみは何ですか？
　月２回のスッキリ体夢には欠かさず参加しています。体

操のおかげで足腰の調子がいいです。体操後のおしゃべり

も楽しく、友達も増えました。

　２階のマッサージ機なども、孫のお迎えや通院の合間に

使わせてもらっています。好きな時間に利用できるので、

助かっています。これからも福祉センターを利用しながら、

孫に頼られる元気なおばあちゃんでいたいです。

各福祉センターではさまざまな行事を計画しています。また、マッサージ
機やお風呂なども利用できますので、お気軽にご来館ください。 【問い合わせ　西部福祉センター　☎ 72-6616】

③　Root of holy （ルート オブ ホーリー）

　生活すること、生きること、夢を

追うこと…、人として当たり前のこと
が、障がいを持つが故に「当たり前」
ではなくなることがあります。
　私たちと共に、あなたの未来、創っ
ていきませんか？

⑥　コープあいち福祉サービス安城
　４月からスタートしました。どのよ

うな相談にも親切、丁寧にお答えし、

お手伝いさせていただきます。

⑦　ふれあいサービスセンター
　長年、安城市で相談支援を行っ

てきました。ぜひみなさまの今ま

での歩みを聴かせてください。こ

れからのこと、一緒に考えていき

ましょう。

④　ひだまり
　精神保健福祉士など専門
性を持った職員がお話を伺
い、障がいのある人やその
ご家族が安心した地域生活
が送れるよう一緒に考えサ
ポートします。

⑤　相談支援事務所マリーナ
　本人の自己決定を尊重し、
信頼関係のもと希望に寄り
添った生活の実現ができる
ようサポートします。

⑧　ぬくもりワークス
　みなさまの話をゆっくり聞
けるよう心がけています。よ
り豊かな生活ができるよう、
一緒に考えていきましょう。

⑨　ぽてっち
　重症心身障がいの人を中
心に相談を受けています。住
み慣れた安城市で暮らせる
方法を一緒に考えましょう。

⑩　グッド相談支援事務所
　社会福祉法人聖清会の相
談支援事業所です。今まで
のこと、これからのこと、私
達と一緒に考えていきません
か？お気軽にお電話下さい。

①　まるくてワークス
　地域で安心して生活をして

いただくために必要なサー
ビスが利用できるよう、お
手伝いさせていただきます。

②　ぬくもりの家
　聴くことこそ最大の権利
擁護だと考えています。まず
はお話を聴かせてください。
一緒に考えていきましょう。
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※介護者おしゃべりサロンは当事者による自主グループです。

ハートン

ハートンからの
おしらせだよ！

　

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
情
報
交
換

の
場
で
す
。

　

申
込
み
は
不
要
で
、
途
中
で
の
入
退
室

も
可
能
で
す
。
介
護
を
し
て
い
る
人
、
介

護
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

歳
末
激
励
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
は
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

対
　
象
▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

　

�（
例
／
父
ま
た
は
母
の
死
亡
や
離
婚
な

ど
で
ひ
と
り
親
家
庭
に
な
っ
た
人
、
あ

る
い
は
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

の
あ
る
人
）

②
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

　

�（
例
／
身
体
・
知
的
発
達
ま
た
は
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
児
童
を
扶
養
す
る
人
）

注
　
意
▼

　

�

中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
す

る
人
に
支
給
さ
れ
る
「
児
童
手
当
」
と

は
異
な
り
ま
す
。

激
励
品
▼

　

サ
ル
ビ
ア
商
品
券
７
千
円
相
当

激
励
品
配
布
時
期
▼

　

年
末
に
民
生
委
員
が
お
届
け
し
ま
す
。

申
請
方
法
▼

　

�

申
請
書
を
10
月
31
日(

金)

の
午
後
５
時

15
分
ま
で
に
窓
口
に
持
参
す
る
か
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

郵
送
の
場
合
も
10
月
31
日(

金)

必
着
。

余
裕
を
持
っ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
書
は
社
会
福
祉
会
館
及
び
市
内
福

祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
配
布
の
ほ
か
、
社

協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
▼

　

〒
４
４
６
ー
０
０
４
６

　
　

安
城
市
赤
松
町
大
北
78
番
地
４

　
　

安
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

事
業
係

　
　

☎(

77) 

２
９
４
１

介
護
者
の
つ
ど
い

介
護
者
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

〇地域福祉活動の推進 〇災害対策の強化

〇相談体制の充実強化
〇基盤強化計画改訂版の策定

13 億 1,419 万円

支出

高齢者の福祉に
6億 6,329 万円
（50.5％）

共同募金に
関することに
2,902 万円
（2.2％）

啓発活動に
946万円
（0.7％）

地域福祉の推進に
1億 2,251 万円
（9.3％）

社協の運営に
2億 969万円
（16.0％）

その他の事業に
1億 1,941 万円
（9.1％）

児童の福祉に
3,674 万円
（2.8％）

障がい者の福祉に
1億 2,407 万円
（9.4％）

地域福祉の推進に
1億 2,251 万円
（9.3％）

障がい者の福祉に
1億 2,407 万円
（9.4％）

収入

市受託金収入
5億 6,802 万円
（43.2％）

その他の収入
1億 6,720万円
（12.7％）

その他の収入
1億 6,720万円
（12.7％）

市補助金収入
2億 4,699 万円
（18.8％）

会費・寄付金収入
1,539 万円
（1.2％）

経理区分間
繰入収入
2,671 万円
（2.0％）

県社協
受託金収入
626万円
（0.5％）

介護保険・
障がい福祉
サービス等収入
2億 8,362 万円
（21.6％）

高齢者の福祉に
6億 6,329 万円
（50.5％）

社協の運営に
2億 969万円
（16.0％）

市補助金収入
2億 4,699 万円
（18.8％）

介護保険・
障がい福祉
サービス等収入
2億 8,362 万円
（21.6％）

日　時 場　所 問い合わせ

9月6日（土）
午後1時30分〜3時30分
※介護者おしゃべりサロンと共同開催

西部福祉センター
集会室

西部福祉センター
☎72−6616

9月11日（木）
午後1時30分〜3時

中部福祉センター
多目的室

中部福祉センター
☎76−0090

9月13日（土）
午前10時〜11時30分

安城老人保健施設�
�（法蓮町8-1）会議室

安祥福祉センター
☎73−5757

9月26日（金）
午後1時30分〜3時30分

桜井福祉センター
多目的室1

桜井福祉センター
☎99ー7365

赤　

い　

羽　

根　

共　

同　

募　

金　

事　

業

　

自
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
み
な
さ
ま
、

介
護
の
悩
み
を
話
し
合
っ
た
り
、
温
泉
や

美
味
し
い
食
事
で
日
頃
の
疲
れ
を
い
や
し

ま
せ
ん
か
。

日
　
時
▼
11
月
14
日(

金)

午
前
８
時
30
分

　
　
　
　

～
午
後
４
時
30
分
（
予
定
）

行
き
先
▼
岐
阜
県
長
良
川
温
泉

対
　
象
▼�

介
護
認
定
が
要
介
護
１
以
上
の

人
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

及
び
そ
の
家
族
・
友
人

定
　
員
▼
70
人
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
介
護
者　

２
千
円

　
　
　
　

家
族
・
友
人　

３
千
円

　
　
　
　

昼
食
付

移
動
手
段
▼
市
内
指
定
場
所
か
ら
バ
ス
で

　
　
　
　
　

移
動

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

事
業
係
☎(

77)�

２
９
４
１

共同募金キャラクター
　　愛ちゃんと希望くん

※ 「平成 25 年度事業報告書・決算書」及び「平成 26 年度事業計画書・予算書」は、平成 26 年 8 月 15 日から 9 月 17 日 
 まで社会福祉会館 1 階にて公開しています。

※ また、「平成 25 年度決算書」は社協ウェブサイトにおいても公開しています。

介
護
者
の
た
め
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
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歳
末
激
励
品
贈
呈
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平成25年度　安城市社会福祉協議会

事業報告及び決算報告

事業報告

決算報告

決算総額

　平成25年度は、これまでの各種事業に加え、安城市と一体となり第3

次地域福祉計画を策定する過程において行われた地域会議などを通じ、

自立した個人が主体的に関わり、支え合う社会の実現に取り組みました。

　地域見守り活動推進事業において、新たに14地
区が加わり計30の町内福祉委員会で活動を展開す
ることができました。

　関係機関や地域住民と連携を強化することによ
り、調整役、相談機関としての役割を担いました。
　また、法制度の改正に対応するため、障害児相
談支援事業及び特定相談支援事業を実施するな
ど、相談体制の強化に努めました。

　災害発生時においても社協の役割を発揮するた
め、業務継続計画の策定に向けた協議や福祉避難
所運営マニュアルに基づく避難訓練を実施するな
ど、災害に備えた対応を進めました。

　安城市社協の方向性を示す基盤強化計画につい
て、より一層「信頼される社協」を目指すため、
第1次評価と見直しを行い、平成26年度から5年
間の改訂版を策定しました。

　収入は安城市からの受託金
収入が約4割の約5.7億円を占
めています。
　また、支出は高齢者の福祉に
関することに約半分の約6.6億
円を活用しました。


